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図 1にシステム構成を示す. まず, システムは, 入力文に対し
て形態素解析を行い, 単語を取得する. 次に, 小学校単語データ
を参照し, 取得した単語の中から難単語を取得する. さらに, 難






















2.4 節で述べた, 置き換え候補リストを参照し, 入力文に対し
て品詞情報の有無を用いた類似度の高い単語への置き換えを行





には，window size を 2∼5 の４種類，学習モデルを日本語版
wikipedia と毎日新聞記事の２種類，学習モデルを CBOW と
skip-gramの２種類に変化させ，組み合わせた計 16種類の word
embeddingを作成した．評価指標として,「設問 1 : 置き換えた
文章と元の文章の意味が同じである.」,「設問 2 : 置き換えた文
章が元の文章と比較してわかりやすい.」,「設問 3 : 置き換えた
文章は自然である.」の 3項目を設定した．表 1に最も精度の良
































































条件 1 t ≥0.85 の場合，類似度が 0.85 以上の類義語の中から
類似度が最も高い類義語を選択
条件 2 0.85>t≥0.55の場合，類似度が 0.55以上の類義語の中
から出現頻度が最も高い類義語を選択








を出力する．2.6節で述べた「日本語版 wikipedia / skip-gram
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